
 

平成23年10月３日（通算第151号） 

問い合わせ先長野県庁 

園芸畜産課 電話 026-235-7233 

 

 

    

    家畜伝染病予防法の改正にともない、口蹄疫の早期発見・早期通報のため、下記の症状１

～３のうち１つ以上呈した家畜を発見した家畜飼養者又は獣医師は、すぐに家畜保健衛生所

へ特定症状が認められることを届けることが平成 23 年 10 月 1 日より義務付けされました。 

特定症状を呈した家畜を発見した場合は、家畜保健衛生所までご連絡ください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（不適切な飼養管理、急激な気温の変化、火災、風水害及び非常災害等原因が明らかな場合を除く） 

＜通報後のフロー＞＜通報後のフロー＞＜通報後のフロー＞＜通報後のフロー＞    

    

  

 

 

 

 

口蹄疫の特定症状を確認した場合の届出の義務について

同一畜舎（畜房）内で、口腔内等に水泡等を呈している家畜が複数頭いる場合 

1. ３９℃以上の発熱 

2. 泡沫性流涎、跛行、起立不能、泌乳量の大幅な低下又は泌乳停止のいずれか 

3. 口腔内、口唇、鼻腔内、鼻部、蹄部、乳頭又は乳房のいずれかに、水泡、びらん、

潰瘍又は瘢痕（以下水泡等） 

以上の症状を呈している場合（鹿においては１及び３の症状を呈している場合） 

単飼では、隣接する畜房において、複数頭の哺乳畜が過去２日以内に死亡した場合 

又は 

同一畜房内で、哺乳畜の半数以上が過去２日以内に死亡した場合 

症状症状症状症状１１１１    

症状症状症状症状２２２２    

症状症状症状症状３３３３    

対象家畜 牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚及びいのしし 

症状１～３のいずれかの

症状を呈す家畜を発見 

移動の自粛 

家畜保健衛生所へ通報 

家畜防疫員の 

農場立入検査 

家畜防疫員は写真を撮影し詳細を農水省へ報告 

又は 

検体を採材し、検体を添えて農水省へ報告 

農水省は報告書及び、検査結果を基に

口蹄疫患畜・疑似患畜であるか判断 
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 家畜伝染病予防法の改正に伴い、飼養衛生管理基準が定められた家畜の飼養者は、毎年、

家畜の飼養に係る衛生管理の状況等に関する事項について、家畜保健衛生所を経由して、都

道府県知事に報告することが平成 23 年 10 月 1 日より義務付けられました。 

飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準がががが定定定定められためられためられためられた家畜家畜家畜家畜    報告期限報告期限報告期限報告期限((((※※※※１１１１))))    

牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚及びいのしし 毎年４月１５日まで 

鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥 毎年６月１５日まで 

飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数のののの基準基準基準基準    

牛、水牛及び馬 １頭 

鹿、めん羊、山羊、豚及びいのしし ５頭 

鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥及び七面鳥 ９９羽 

だちょう ９羽 

飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数のののの基準基準基準基準をををを超超超超えるえるえるえる飼養者飼養者飼養者飼養者のののの報告事項報告事項報告事項報告事項（（（（毎年毎年毎年毎年 2222 月月月月 1111 日時点日時点日時点日時点））））    

①飼養している家畜の種類及び頭羽数 

  

②畜舎及びふ卵舎の数 

③飼養衛生管理基準の遵守状況 

④飼養衛生管理基準を遵守するための措置の状況 

飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数飼養頭羽数のののの基準以下基準以下基準以下基準以下のののの飼養者飼養者飼養者飼養者のののの報告事項報告事項報告事項報告事項（（（（毎年毎年毎年毎年 2222 月月月月 1111 日時点日時点日時点日時点））））    

①飼養している家畜の種類及び頭羽数 

定期報告様式定期報告様式定期報告様式定期報告様式    

別途、家畜保健衛生所から配布 

※１ 平成 23 年分は、10 月 1 日時点における、家畜の種類、頭羽数、畜舎及びふ卵舎の数

を、平成23年12月15日までに、家畜保健衛生所へ定期報告書の提出をお願いします。 

 

 

毎年、秋から春にかけて、牛ウイルス性下痢症・呼吸器病が散見されます。急激な気温の

変化、寒冷ストレスに加え畜舎内の換気不全や飲水の凍結などが環境ストレスとなり、免疫

力の低下を引き起こし感染・発症しやすい体調になります。 

 下痢症や呼吸器病に対するワクチン接種は、感染防御の有用な対策ですが、衛生対策の基

本は、「病原体を農場に持ち込まない」「病原体を農場に持ち込まない」「病原体を農場に持ち込まない」「病原体を農場に持ち込まない」ことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐久 0267-62----4123 飯田 0265-53-0439 

 上田支所 0268-23-1630 松本 0263-47-3223 

伊那 0265-72-2782 長野 026-226-0923 

県庁園芸畜産課 026-235-7232   

� 畜舎の出入り口に踏み込み消毒槽を設置し、清潔な農場専用の作業着と長靴を着

用し、ウイルスの持込を防止 

� 畜舎内の換気と取水管の凍結防止等による環境悪化によるストレスの低減 

飼養に係る衛生管理の状況等に関する定期報告について  

家畜伝染病予防法の改正に伴う、疑問・質問は担当家畜保健衛生所までお問い合わせください。 

異常の通報 

はこちらへ 

冬場のウイルス性下痢症・呼吸器病にご注意ください 

予
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対

策

 


